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「力を合わせて、よいしょ！」

上南部保育所「じゃがいも掘り」より



　
平
成
25
年
第
４
回
定
例
町
議

会
が
、12
月
12
日（
木
）〜
20
日

（
金
）ま
で
開
会
さ
れ
ま
し
た（
会

期
は
９
日
間
）。こ
の
定
例
会
で
は
、

林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開
設
工

事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
な
ど
議

案
18
件
、副
町
長
の
選
任
同
意
１

件
が
上
程
さ
れ
、慎
重
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
議
会
で
は
、議
案
16
件
と
同

意
１
件
が
可
決
及
び
同
意
さ
れ
、

町
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

の
全
部
改
正
及
び
国
民
宿
舎
の
指

定
管
理
者
の
指
定
の
２
議
案
に
つい

て
否
決
さ
れ
ま
し
た
。　

【
議
　
案
】

■
林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開

設
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

　
有
限
会
社
吹
石
重
機（
谷
口
）が

行
っ
て
い
る
同
工
事
に
つ
い
て
、工
事

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
こ
と
に
よ

り
請
負
契
約
額
を
６
９
８
万
９
８

５
０
円
増
額
し
、５
８
０
０
万
２
０

０
０
円
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、施
工
区
間
を
69
ｍ
追

加
延
長
す
る
こ
と
に
伴
う
工
事
費

用
の
追
加
で
す
。

■
職
員
の
再
任
用
に
関
す
る
条
例

の
全
部
を
改
正
す
る
条
例

　
公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、雇

用
と
年
金
受
給
の
接
続
を
図
る
措

置
と
し
て
、再
任
用
制
度
の
日
高

郡
内
で
の
統
一
導
入
を
決
定
し
、条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
時
間
外
勤
務
手
当
の
１
時
間
当

た
り
の
単
価
を
、労
働
基
準
法
に

合
わ
せ
た
単
価
に
引
き
上
げ
る
等

の
条
例
改
正
で
す
。

■
税
以
外
の
諸
収
入
金
に
対
す
る

督
促
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

■
税
以
外
の
諸
収
入
金
に
対
す
る

延
滞
金
の
整
備
条
例

　
下
水
道
や
道
路
占
用
料
等
の
税

以
外
の
収
入
金
の
延
滞
金
の
率

を
、低
金
利
の
現
状
に
合
わ
せ
た

率
に
変
更
す
る
た
め
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

■
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

■
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
の
消
費
税

の
増
税
に
伴
う
各
種
基
本
料
金
及

び
使
用
料
金
等
の
改
正
で
す（
料

金
に
つ
い
て
は
７
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く

だ
さ
い
）。

■
み
な
べ
町
国
民
宿
舎
の
指
定
管

理
者
の
指
定

　
み
な
べ
町
国
民
宿
舎
の
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
、５
年
間
の
指
定
期

間
が
終
了
す
る
た
め
、引
き
続
き

「
一
般
財
団
法
人
み
な
べ
町
開
発
公

社
」を
指
定
し
た
い
旨
を
上
程
し

ま
し
た
。

■
町
道
路
線
の
認
定

■
町
道
路
線
の
廃
止

■
町
道
路
線
の
変
更

　
道
路
台
帳
補
正
業
務
に
お
い
て

路
線
精
査
を
行
い
、千
鹿
浦
支
線

ほ
か
12
路
線
を
新
し
く
認
定
、光

顔
寺
線
ほ
か
１
路
線
を
廃
止
、南

道
新
町
線
ほ
か
14
路
線
の
起
点
・

終
点
位
置
等
を
変
更
す
る
も
の
で

す
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
７
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
６
２
６

万
３
千
円
を
追
加
し
、総
額
90
億

８
５
８
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
の
内
訳
は
、国・県
支
出
金

１
億
７
０
８
１
万
６
千
円
、繰
入
金

△
４
０
０
０
万
円
、繰
越
金
２
９
６

０
万
円
、諸
収
入
５
０
２
４
万
７
千

円
、町
債
△
１
億
９
４
４
０
万
円
で

す
。

　
歳
出
の
内
訳
は
、左
表
の
通
り
で

す
。

平成２５年度一般会計補正予算（第７号）　歳出補正額と主な内容
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副
町
長
の
選
任
同
意
な
ど
19
件
を
審
議

第
４
回
定
例
町
議
会
開
会

副
町
長
の
選
任
同
意
な
ど
19
件
を
審
議

第
４
回
定
例
町
議
会
開
会

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

教 育 費

歳 出 合 計

１３３３万０千円

９６２万８千円

△２３７０万０千円

１８０万５千円

１１６０万０千円

３６０万０千円

１６２６万３千円

清川公民館前駐車場舗装工事請負費
350万円ほか

介護保険特別会計繰出金
899万9千円ほか

予防接種委託料△2260万円ほか

新規就農総合支援事業給付金
112万5千円ほか
国民宿舎紀州路みなべ駐車場
土地購入費1160万円

中学校備品購入費230万3千円ほか

項　　目 補　正　額 主　な　内　容

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
０
１

万
５
千
円
を
追
加
し
、総
額
21
億

５
７
６
７
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
当
初
見
込
み
よ
り
医
療
費
が
増

加
し
て
い
る
た
め
療
養
費
の
追
加

と
、特
定
健
診
等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス

テ
ム
端
末
用
パ
ソ
コ
ン
の
買
い
替
え

費
用
で
す
。財
源
は
、国
・
県
支
出

金
と
、財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰

り
入
れ
で
す
。

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
５
４

万
７
千
円
を
追
加
し
、総
額
２
億

７
７
９
６
万
１
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
主
に
平
成
25
年
度
保
険
料
の
算

定
に
伴
う
保
険
料
の
増
額
で
す
。

増
額
し
た
保
険
料
は
広
域
連
合
へ

納
付
し
ま
す
。

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
７
５
７

万
３
千
円
を
追
加
し
、総
額
14
億

６
７
４
０
万
９
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
主
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の

増
加
に
伴
い
、不
足
が
見
込
ま
れ

る
た
め
追
加
す
る
も
の
で
す
。財
源

は
、国
県
の
負
担
分
な
ど
を
除
い
た

不
足
分
に
つ
い
て
は
、一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
と
前
年
度
繰
越
金

で
す
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０
０

万
円
を
追
加
し
、総
額
１
億
９
８

３
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
高
城
・
清
川
間
の
水
融
通
を
図

る
た
め
、現
在
実
施
中
の
国
道
４
２

４
号
新
法
手
見
ト
ン
ネ
ル
の
工
事

と
合
わ
せ
て
水
道
管
の
埋
設
工
事

を
行
う
た
め
の
費
用
で
す
。財
源

は
、財
政
調
整
基
金
繰
入
金
及
び

前
年
度
繰
越
金
で
す
。

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

　
今
夏
の
小
雨
に
よ
る
水
需
要
の

増
に
よ
り
水
源
地
や
中
継
ポ
ン
プ

所
な
ど
の
動
力
費（
電
気
代
）が
増

加
し
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

90
万
８
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

【
同
　
意
】

■
副
町
長
の
選
任

　
副
町
長
と
し
て
、吉
本
正
二
氏

（
元
教
育
委
員
会
教
育
次
長
）を

選
任
し
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。任
期

は
平
成
26
年
１
月
１
日
か
ら
４
年

間
で
す
。

副
町
長
就
任
挨
拶

副
町
長
就
任
挨
拶

　
こ
の
度
、12
月
定
例
議
会
に

お
い
て
議
会
の
選
任
同
意
を
い

た
だ
き
、平
成
26
年
１
月
１
日

付
を
も
ち
ま
し
て
み
な
べ
町
副

町
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
吉

本
正
二
と
申
し
ま
す
。ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
あ
ま
り
の
大
役
に
そ
の
責
任

の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。も
と
よ
り
微

力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、小
谷
町

長
が
目
指
す「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
に

向
け
、町
民
の
皆
様
が
住
ん
で

よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
町
長
を
補
佐
し
、誠
心
誠

意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、今
後
と
も

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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「みなべウェルカムクルー」を募集！「みなべウェルカムクルー」を募集！
■募集人員　３名
■委嘱期間　平成26年４月１日～平成27年３月31日（１年間）
■資　　格　①町内在住、在勤又は出身で、満18歳以上
                       （性別不問。平成26年３月31日現在、高校生を除く。）

　　　　　　②当協会が随時指定する日に、業務に従事していただける方
                       （業務が数日間に及ぶ場合や宿泊を伴う場合もあります。）

■ 謝 礼 等   ①日当、交通費及び宿泊費　②任期満了後賞品をプレゼント（商品券５万円分）
■応募方法　①提出書類　履歴書１通（市販の用紙）　②提出先（郵送又は持参）
　　　　　　〒645-0002　みなべ町芝７４２番地　みなべ町役場内
　　　　　　　　　みなべ観光協会キャンペーンスタッフ係
■募集期間　２月１日（土）～２月28日（金）※当日消印有効

■審査方法　書類審査及び面接審査（面接日は募集締め切り後、連絡）
■問合せ先　みなべ観光協会キャンペーンスタッフ係（℡７２－４９４９）

※募集書類は、採否にかかわらず返却しません。

みなべ観光協会では、みなべ
町の観光や物産のＰＲ活動を
お手伝いしていただく、
みなべ町観光キャンペーンス
タッフ「みなべウェルカムク
ルー」を募集します。

みなべ観光協会では、みなべ
町の観光や物産のＰＲ活動を
お手伝いしていただく、
みなべ町観光キャンペーンス
タッフ「みなべウェルカムク
ルー」を募集します。

25年度ウェルカムクルー（中央）



　
１
月
４
日（
土
）、平
成
26
年
み

な
べ
町
成
人
式
が
、紀
州
南
部
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。今

年
の
新
成
人
は
、平
成
５
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
方
で
、男
性
78
人
、女
性
85
人 

計
１
６
３
人
で
す（
町
内
の
中
学
校

を
卒
業
後
転
出
し
た
方
や
印
南

町
・
橋
ヶ
谷
の
方
な
ど
も
含
み
ま

す
）。そ
の
う
ち
、男
性
63
人
、女
性

66
人 

、計
１
２
９
人
が
、成
人
式
に

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、小
谷
町
長
が
新
成

人
の
皆
さ
ん
へ「
両
親
や
先
生
方
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
って
自
分
の

力
で
さ
ら
に
大
き
く
成
長
し
て
ほ

し
い
。み
な
さ
ん
が
頑
張
っ
て
く
だ

さ
る
事
で
、町
も
良
く
な
っ
て
行
く

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
そ
う

す
る
こ
と
で
、皆
さ
ん
自
身
の
人
生

も
充
実
し
た
も
の
に
な
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。」と
、お
祝
い
と
激
励
の

言
葉
を
贈
り
ま
し
た
。ま
た
、田
中

昭
彦
議
会
議
長
、小
谷
眞
千
子
教

育
委
員
長
か
ら
も
、そ
れ
ぞ
れ
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。　

　
そ
れ
に
応
え
て
、成
人
式
実
行

委
員
長
の
坂
口
晴
哉
さ
ん
が
、「
自

分
を
信
じ
、若
者
ら
し
く
夢
と
希

望
を
持
っ
て
、責
任
あ
る
行
動
の
と

れ
る
大
人
と
な
る
よ
う
精
進
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。」と
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
後
、記
念
写
真
を
撮
影

し
、引
き
続
き
実
行
委
員
の
皆
さ

ん
が
企
画
し
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽

し
み
な
が
ら
、久
し
ぶ
り
に
出
会
っ

た
友
達
や
恩
師
の
先
生
方
と
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、自
分
の
力
で
さ
ら
に
大
き
く
成
長
を
！

新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、自
分
の
力
で
さ
ら
に
大
き
く
成
長
を
！

新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。謝辞を述べる坂口晴哉さん

成人式実行委員の皆さん 恩師の先生方もお祝いに

出席された新成人の皆さん
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１
月
５
日（
日
）、町
民
広
場

（
気
佐
藤
）で
消
防
団
員
２
６
３

名
が
参
加
し
て
、平
成
26
年
み
な

べ
町
消
防
団
出
初
め
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
団
旗
入
場
に
続
い
て
、消
防
団

員
が
き
び
き
び
と
し
た
分
列
行

進
で
入
場
し
、荒
堀
和
雄
団
長

（
山
内
）が「
日
頃
の
点
検
整
備

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、さ
ら
に

訓
練
を
重
ね
て
備
え
た
い
。自
分

た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る

と
い
う
消
防
の
精
神
を
し
っ
か
り

と
持
って
、地
域
の
安
全
の
た
め
の

努
力
精
進
を
お
願
い
し
た
い
。」

と
新
年
を
迎
え
て
決
意
新
た
に

団
員
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。ま

た
、小
谷
町
長
は
、「
消
防
活
動

や
大
津
波
、大
型
台
風
な
ど
に
よ

る
豪
雨
な
ど
の
災
害
で
は
、皆
さ

ん
の
お
力
を
お
願
い
し
た
い
。大

災
害
が
起
こ
っ
た
時
、救
助
や
捜

索
活
動
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
、ま
ず
は
率
先
避
難
し
て
い

た
だ
き
、そ
の
後
の
復
興
作
業
に

あ
た
って
も
ら
い
た
い
。」と
挨
拶

班
長
＝
寺
西
克
仁（
西
本
庄
）、

第
１
分
団
＝
磯
嵜
秀
喜（
埴
田
）、

第
２
分
団
＝
加
茂
一
男（
東
吉

田
）、第
４
分
団
＝
島
倉
崇（
東
岩

代
）、森
坂
正
宏（
同
）、第
５
分
団

＝
松
本
直
生（
筋
）、関
本
卓
也

（
熊
岡
）、長
尾
進（
晩
稲
）、第
６

分
団
＝
大
野
弘
和（
西
本
庄
）、

久
保
佳
一（
同
）、栗
原
寿
一（
同
）、

第
８
分
団
＝
北
谷
俊
明（
清
川
）

●
県
消
防
協
会
日
高
郡
支
部
長

表
彰（
10
年
勤
続
表
彰
）

第
１
分
団
＝
尾
田
克
己（
埴
田
）、

第
２
分
団
＝
二
葉
朋
希（
北
道
）、

第
３
分
団
＝
田
口
訓
生（
気
佐

藤
）、第
４
分
団
＝
中
本
善
清

（
東
岩
代
）、第
５
分
団
＝
小
山

貴
史（
谷
口
）、松
本
俊
幸（
徳

蔵
）、樫
山
吉
行（
筋
）、第
６
分

団
＝
佐
々
木
研
太（
東
本
庄
）、谷

口
篤（
同
）、第
７
分
団
＝
宮
本
尚

生（
土
井
）、大
前
浩（
高
野
）、大

前
和
崇（
同
）、越
本
尚
志（
同
）

■
平
成
25
年
中
退
団
者
へ
の
感

謝
状（
役
職
な
ど
は
退
団
時
）

●
県
消
防
協
会
総
裁
感
謝
状

●
み
な
べ
町
長
感
謝
状

第
５
分
団
分
団
長
＝
水
本
孝
雄

（
晩
稲
）、第
１
分
団
副
分
団
長

＝
谷
本
吉
弘（
埴
田
）、第
８
分
団

副
分
団
長
＝
小
野
喜
多
男（
清

川
）、第
３
分
団
班
長
＝
川
口
育

雄（
山
内
）、第
４
分
団
＝
爰
川

輝
彦（
西
岩
代
）、第
５
分
団
＝

小
山
達
也（
筋
）

■
平
成
24
年
度
消
防
功
労
者
表

彰
受
章
者

●
県
知
事
表
彰（
永
年
勤
続
功

労
章
）

第
２
分
団
分
団
長
＝
湯
川
明
広

（
芝
）

●
消
防
庁
長
官
表
彰（
永
年
勤

続
功
労
章
）

副
団
長
＝
竹
田
和
久（
晩
稲
）

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

　

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、永
年
勤
続
者
の
表
彰

や
退
職
消
防
団
員
へ
感
謝
状
の

贈
呈
、新
入
団
員
の
紹
介
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
終
了
後
は
、西
本
庄
、須
賀

橋
付
近
の
河
川
敷
に
移
動
し
、全

分
団
に
よ
る
放
水
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん

　

■
平
成
25
年
度
表
彰

●
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰（
20

年
勤
続
表
彰
）

第
３
分
団
副
分
団
長
＝
武
田
徳

幸（
気
佐
藤
）、第
５
分
団
副
分

団
長
＝
井
口
廣
文（
晩
稲
）、班

長
＝
田
中
康
弘（
同
）、第
６
分
団

新
入
団
員
の
皆
さ
ん

●
日
本
消
防
協
会
長
表
彰（
30

年
勤
続
章
）

第
４
分
団
分
団
長
＝
松
川
哲
郎

（
東
岩
代
）、第
１
分
団
副
分
団

長
＝
井
口
雅
裕（
芝
崎
）、第
１
分

団
＝
向
井
一二（
堺
）

新
入
団
員
の
皆
さ
ん

第
３
分
団
＝
木
下
皓
介（
山

内
）、第
４
分
団
＝
大
江
真
範

（
西
岩
代
）、第
５
分
団
＝
園
出

京
平（
筋
）、水
﨑
貴
央（
晩
稲
）、

第
８
分
団
＝
小
野
充
功（
清
川
）

〔
敬
称
略
〕

6

上空から写した放水訓練の様子（写真：西山博康氏提供）

平
成
26
年
消
防
団
出
初
め
式

　

「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
消
防
精
神
を
持
っ
て

平
成
26
年
消
防
団
出
初
め
式

　

「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
消
防
精
神
を
持
っ
て
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水道料金・公共下水道使用料・農業集落排水使用料も増税分を増額します
４月から消費税率が８％に４月から消費税率が８％に４月から消費税率が８％に

　昨年１０月、消費税率及び地方消費税率を今年４月から８％に引き上げることが閣議決定されました。それを受け、昨
年１２月に開催された町議会で水道料金と公共下水道使用料、農業集落排水使用料の消費税増税分を増額する条
例改正が可決されました。これにより農業集落排水使用料は今年４・５月使用分から、水道料金と公共下水道使用料は
５・６月使用分から、消費税率８％の料金を請求させていただくことになりました。
　厳しい経済情勢のなか、また水道料金については昨年の料金改定に続いての増額となり、誠に申し訳ありませんがご
理解とご協力をよろしくお願いいたします。
　なお、消費税増税後の各料金は下表のようになります。

■農業集落排水使用料→５月請求分（４・５月使用分）から消費税８％になります
2・3月使用分までの料金表（消費税５％） 4・5月使用分からの料金表（消費税８％）

家 庭 用

学 校・保 育 所

公 共 施 設 等

小規模集会所等

事 務 所 等

2,100

10,500

10,500

4,200

4,200

588

294

294

－

294

420

210

－

－

210

区　　分 基本料金
（円）

（円）

旧南部川村 旧南部町

人数割（１人分）

■水道料金 →７月請求分（５・６月使用分）から消費税８％になります
3・4月使用分までの料金表（消費税５％）

φ13
φ20
φ25
φ40
φ50
φ75

φ100

20
40
40
40
40
40

40

1,438
3,674
3,674
3,674
3,674
3,674

5,880

126
210
314
630

1,470
2,100

6,300

84
105
105
220
220
220

4,000㎥まで
4,001㎥から

口径
基本
水量 基本料金

（円） （円）（㎥）

超過料金
（１㎥につき）

（円）

メーター
使用量

家 庭 用

学 校・保 育 所

公 共 施 設 等

小規模集会所等

事 務 所 等

2,160

10,800

10,800

4,320

4,320

604.8

302.4

302.4

－

302.4

432

216

－

－

216

区　　分 基本料金
（円）

（円）

旧南部川村 旧南部町

人数割（１人分）

φ13
φ20
φ25
φ40
φ50
φ75

φ100

20
40
40
40
40
40

40

1,479
3,780
3,780
3,780
3,780
3,780

6,048

129
216
324
648

1,512
2,160

6,480

86
108
108
226
226
226

4,000㎥まで
4,001㎥から

口径
基本
水量 基本料金

（円） （円）（㎥）

超過料金
（１㎥につき）

（円）

メーター
使用量

5・6月使用分からの料金表（消費税８％）

■公共下水道使用料 →７月請求分（５・６月使用分）から消費税８％になります

（料金表は2ヶ月分）

（料金表は2ヶ月分）

（料金表は1ヶ月分）

3・4月使用分までの料金表（消費税５％） 5・6月使用分からの料金表（消費税８％）

20㎥を超え60㎥まで

60㎥を超え100㎥まで

100㎥を超え200㎥まで

200㎥を超え400㎥まで

400㎥を超える分

2,52020

136.5 

147.0 

157.5 

168.0 

189.0 

基本料金 超過料金（１㎥につき）
（円） （円）（㎥）

基本
水量

20㎥を超え60㎥まで

60㎥を超え100㎥まで

100㎥を超え200㎥まで

200㎥を超え400㎥まで

400㎥を超える分

2,59220

140.4 

151.2 

162.0 

172.8 

194.4 

基本料金 超過料金（１㎥につき）
（円） （円）（㎥）

基本
水量

172
270

168
262

上下水道課（℡７2ー3605・７2ー3085）からお知らせ上下水道課（℡７2ー3605・７2ー3085）からお知らせ



南部中学校に「第３３回全国中学校人権作文コンテスト」感謝状が授与されました。

「火の用心」元気いっぱいの演奏・演技を披露 NEWS
　１２月２０日、幼年消防クラブの南部保育所の子どもたちが、住民の皆さんに火
の用心を呼びかけました。
　園児たちは、保育所から芝の町営住宅跡地まで演奏しながら行進し、町営住
宅跡地で「手のひらを太陽に」の演奏・演技を披露したあと、見学に見えられていた保護者などに大きな声で火の用心
を呼びかけ、啓発物を手渡しました。

おいもあるかなぁ？　大きなおいも出てこい。

　１２月１９日、和歌山地
方法務局田辺支局長よ
り、南部中学校に法務省
人権擁護局長と全国人
権擁護委員連合会長連
名の感謝状が授与され
ました。
　南部中学校は人権意
識が高く、毎年優秀な人
権作文を応募されてい
ることから団体での表彰
となりました

　１月１５日、上南部保育所の年
中児と年長児が、保育所近くの
町野菜研究会の会員の畑で会
員と一緒にじゃがいも掘りをしまし
た。
　スコップで土を掘り返して、「出
てきたよ。おっきいよ。」「変な形し
てるのあったよ」と、あちらこちらか
ら寒さも吹き飛ばすほどの園児た
ちの大きな歓声があがりました。

広報みなべ　2014.2
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　１月４日、町交通指導員や田辺警察署員など約４０名が、須賀神社（西本庄）で、今年１年の交通安全を祈願しました。
　神事の後行った研修会では、遠山誠之介会長（南道）が「皆さんと一緒に交通安全に頑張りたい」と挨拶。その後田
辺警察署の谷端啓司交通課長を講師に招いて、道路交通法の改正や交通事故の状況などを学び、交通事故防止の
注意点などを聞きました。

みなべ町交通指導員会が、今年１年の交通安全を祈願！

　１月20日、清川区長会が県の補助を受けて実施した緑の募金事業で、清川球場上の山に、清川中学校の生徒がしだ
れ梅など紅白の梅の木を植樹しました。
　生徒たちは、地元の人に肥料の分量や植え方を教わった後、丁寧に植え付けていきました。みなさんの成長とともに、
清川の里も紅
白の梅の花で
彩られ地域の
風物詩となる
ことでしょう。

清川の里を彩る紅白の梅、私たちの記念樹です。

　１月15日、清川中学校の生徒が、高城清川地区を繋
ぐ国道４２４号に新しくできる新法手見トンネルにつける
銘板を毛筆で書きました。生徒たちは、真新しい紙に各
自筆を走らせ、力強く「新穂手見トンネル」の文字を書き
上げました。
　自分たちが揮毫したトンネルを通って、多くの方が清
川を訪れてくれる日が楽しみですね。

私たちが揮毫したトンネルの銘板で
お出迎え「新穂手見トンネル」

いつまでも、清川中学校の思い出として…

広報みなべ　2014.2
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　毎朝届く新聞の記事づくりを

ていねいに追った本で、東日本

大震災の被災家族を継続取材

している例や、命がけで撮影し

た津波の瞬間の写真など、真剣

に仕事に取り組む記者の姿に心

打たれます。

●動物ガチンコ対決 サメ対シャ

チ（トーマス）●世界のあやとりが

わかる たのしいあやとりチャレン

ジ（野口廣）●３つの鍵の扉

（フェルナンデス＝ビダル）●ゲン

タ！（風野潮）●禎子の千羽鶴

（佐々木雅弘）●外郎売（長野ヒ

デ子）●ねこのおいしゃさん（あ

べ弘士）●ひとりひとりのやさしさ

（ルイス）

ゆめよみ館・子ども向け

　煮干しには、カルシウム、DHA、

EPAなど大切な栄養素がバラン

スよく含まれています。栄養満点

の煮干しは、だし汁を取るだけで

はもったいない！副菜や常備菜、お

やつに、手軽で美味しいレシピを

紹介します。

●冬虫夏草（梨木香歩）●グ

リード 上下（真山仁）●そこに僕

らは居合わせた（グードルン・パウ

ゼヴァング）●ネルソン・マンデラ 

私自身との対話（ネルソン・マン

デラ）●天、共に在り（中村哲）

●みつばち飼う人この指とまれ！

（御園孝）●こわせない壁はな

い（鎌田實）

ゆめよみ館・大人向け

　2012年のNHK大河ドラマ
「平清盛」の題字でも有名な、ダ
ウン症の書家、金澤翔子さん。
「人の喜びが自分の喜び」という
彼女の、純粋で天真爛漫なお
人柄がうかがえるような、のびや
かで素晴らしい作品をごらんくだ
さい。最新の５１作品を収録。
●ルリユール（村山早紀）●雑
草と楽しむ庭づくり（ひきちガーデ
ンサービス）●新品みたいに長
持ち！ お手入れの教科書（阿部
絢子）

上南部分館・大人向け

上南部分館・子ども向け

上南部分館　おはなしの会
２月12日（水）午後３時から

　冬季オリンピックの開催地ロシアは、広大な国土を持つ、奥
深い歴史の国。ロシアの自然、芸術、文学などロシアに関する
本を紹介します。

「もっと知ろう！ロシア」1階

　好きなこと、夢中になれることで生活できるようになったら、ど
んなにいいでしょう。夢を追いつづける人たちの絵本や物語
を紹介します。

「好きなこと、しごとにしたいな」2階

毎
日
新
聞
社 
記
事
づ
く
り
の
現
場

 

　
　

  

　
　
　

  

深
光
富
士
男（
佼
成
出
版
社
）

「
煮
干
し
」の
レ
シ
ピ

　

矢
澤
一
良

　監
修

　タ
カ
ハ
シ
ユ
キ 

料
理（
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
）

１日（土）わくわくタイム（10：30～）

　　　 おはなし会（14:00～）

３日（月）休館

８日（土）おはなし会（14:00～）

　　　  ポップ大賞展（～16日）

10日（月）休館

11日（火）休館（建国記念の日）

13日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）

　　　　（10:30～）

15日（土）おはなし会（14:00～）

17日（月）休館

22日（土）ビデオ上映会（10：30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

24日（月）休館

27日（木）ちいさいひとのための

　　　　おはなし会（0～3歳）

　　　　（10:30～）

28日（金）休館（月末休館日）

2月1日（土）わくわくタイム（10：30～）

　　　　おはなし会（14:00～）

ゆめよみ館・2月のカレンダー

●南極大陸のふしぎ（武田康男）
●だましえだいく（青山邦彦）●ゼ
ロくんのかち（ジャンニ・ロダーリ）

　ボランティアさんのご協
力により「紙芝居」「ハンド
ベル」などで盛りあがり、約
６０名のご参加をいただき
ました。

　恒例の作品展。今年も南部高校、神島高校、田辺工業高校の
みなさんの作品をごらんください。

冬休みおはなし会

ポップ大賞展

　

2月のゆめよみ館テーマ展示

町立図書館（ゆめよみ館）
上南部分館（生涯学習センター内）

TEL72-1410
TEL74-3283

通 信

■日時　２月８日（土）～２月16日（日）

読書講演会とワークショップ

■読書講演会「手作り絵本とわたし」
　３月９日（日）　午後２時から
　南部公民館３階（整理券が必要）
■ワークショップ「自分の名前で絵本を作ろう！」（定員２０名）
　３月９日（日）　午後３時３０分から
　ゆめよみ館２階（申込みが必要）
＊講師はいずれも、さいとうしのぶ先生（絵本作家）です。

空から 書と遊び、書に笑う 金澤翔子作品集
金澤翔子 書　金澤泰子 文（清流出版）
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事
前
登
録
に
よ
る
本
人
通
知
制
度
を
実
施
し
ま
す

の

町の花 う め

町の木 う ば め が し

町の鳥 う ぐ い す

町の魚 い しわ

国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

住
民
環
境
課（
℡
７2
ー
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

　
国
民
年
金
保
険
料
を
ま
と
め

て
払
う
と
割
引
さ
れ
る
前
納
制

度
を
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
平
成
25
年
度
で
は
、現
金
で
１

年
度
分
を
前
納
し
た
場
合
17
万

７
２
８
０
円
に
な
り
、毎
月
々
の

納
付
よ
り
３
２
０
０
円
、口
座
振

替
で
１
年
度
分
を
前
納
す
る
と

17
万
６
７
０
０
円
に
な
り
３
７
８

０
円
お
得
で
し
た
。

　
前
納
制
度
は
、保
険
料
の
４
分

の
３
、半
額
、４
分
の
１
を
納
付
す

る
多
段
階
納
付
の
場
合
も
利
用

で
き
ま
す
。（
但
し
、多
段
階
納

付
の
前
納
は
現
金
納
付
の
み
）

▼
お
得
な
口
座
振
替
早
収
割
引

　
口
座
振
替
の
場
合
、当
月
分

保
険
料
を
当
月
末
に
振
り
替
え

す
る
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度

を
利
用
す
る
と
、１
か
月
あ
た
り

50
円
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
初
め
て
利
用
さ
れ
る
場
合
、初

回
の
み
前
月
分
と
当
月
分
が一緒

に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▼
平
成
26
年
４
月
か
ら
「
２
年

前
納
」が
始
ま
り
ま
す

　
平
成
26
年
４
月
か
ら
、２
年
度

分
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
ま

と
め
て
納
め
る「
２
年
前
納
」が

始
ま
り
ま
す
。「
２
年
前
納
」を

ご
利
用
い
た
だ
く
と
、毎
月
納
付

す
る
場
合
に
比
べ
て
、２
年
間
で

１
万
４
０
０
０
円
程
度
の
割
引
と

な
り
ま
す
。（※

平
成
25
年
度
保

険
料
に
よ
る
推
計
）

▼
口
座
振
替
で
の
前
納
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、２
月
末
ま
で
に

申
し
込
み
を

　
口
座
振
替
で
１
年
度
分
、２
年

度
分
前
納
や
４
月
〜
９
月
分
の

６
か
月
分
前
納
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、２
月
28
日（
金
）ま
で
に
金

融
機
関
、郵
便
局
、年
金
事
務
所

の
い
ず
れ
か
へ
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い（※

年
金
手
帳
や
納
付
書
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も

の
と
、通
帳
・
届
出
印
が
必
要
で

す
）。

　
く
わ
し
く
は
、田
辺
年
金
事

務
所（
℡
24
│
０
４
３
２
）か
住

民
環
境
課
国
民
年
金
係
へ
。

　
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
の
不
正

請
求
を
防
止
す
る
た
め
、２
月
３

日（
月
）か
ら
本
人
通
知
制
度
を

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、住
民
票
の
写
し

や
戸
籍
謄
本
等
を
本
人
の
代
理

人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
場
合
、

事
前
に
登
録
し
て
い
る
方
に
対
し 

て
、証
明
書
を
交
付
し
た
事
実

を
通
知
す
る
制
度
で
す
。

■
登
録
で
き
る
方

　
町
の
住
民
基
本
台
帳
又
は
戸

籍
及
び
戸
籍
の
附
票
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方（
除
か
れ
た
方
を
含

む
）

■
登
録
方
法

　
本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許

証
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
等

官
公
署
発
行
の
顔
写
真
入
り
の

証
明
書
な
ど
）を
お
持
ち
の
上
、

住
民
環
境
課
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

■
通
知
対
象
と
な
る
証
明
書

○
住
民
票
の
写
し・住
民
票
記
載

事
項
証
明
書

○
戸
籍
謄
抄
本・戸
籍
の
附
票
の

写
し・戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

〔
除
票
及
び
除
籍
な
ど
を
含
む
〕

■
通
知
対
象
と
な
ら
な
い
請
求

○
住
民
票
の
写
し
等
で
は
、登
録

し
た
本
人
と
同
一世
帯
の
方
か
ら

の
請
求

○
戸
籍
謄
抄
本
等
で
は
、登
録

し
た
本
人
と
同
一戸
籍
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方
又
は
そ
の
配
偶
者
、

直
系
尊
属
も
し
く
は
直
系
卑
属

の
方
か
ら
の
請
求

○
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
公

的
機
関
か
ら
の
請
求

　
く
わ
し
く
は
、住
民
環
境
課

住
民
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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町
県
民
税
の
申
告
・
所
得
税
の
確
定
申
告
の

受
付
は
２
月
17
日
か
ら
３
月
17
日
ま
で

平
成
25
年
分
所
得
税
の
主
な
改
正
点

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

税
務
課（
℡
７2
ー
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

　
町
は
、２
月
17
日（
月
）〜
３
月

17
日（
月
）ま
で
、申
告
の
受
付
を

行
い
ま
す（
詳
し
い
日
程
等
は
こ

の
広
報
紙
と一緒
に
お
届
け
し
ま

し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　
還
付
申
告
は
２
月
３
日（
月
）

か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
農
業・漁
業・商
工
業・営
業
な

ど
の
方
、源
泉
徴
収
を
し
て
い
な

い
事
業
所
に
勤
め
て
い
る
方
、配

当
所
得
や
不
動
産
所
得
、一
時
所

得
が
あ
っ
た
な
ど
申
告
義
務
の
あ

る
方
は
、忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

※

確
定
申
告
書
は
、所
得
金
額

や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要
な

書
類
で
す
。自
己
責
任
の
も
と
、

ご
自
身
で
ご
記
入
く
だ
さ
い（
所

得
税
の
確
定
申
告
を
す
れ
ば
、改

め
て
町
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。　

　
な
お
、個
人
事
業
者
の
消
費

税
の
申
告
は
、３
月
31
日（
月
）ま

で
で
す
。

所
得
税
・
贈
与
税
の
納
税
も
３
月
17
日
ま
で

〈
口
座
振
替
な
ら
４
月
22
日
〉

　
所
得
税
と
贈
与
税
の
納
税

も
、３
月
17
日（
月
）ま
で
で
す
。

所
得
税
は
預
金
口
座
か
ら
の
振

替
納
税
を
利
用
し
て
い
た
だ
く

と
、振
替
納
付
日
は
４
月
22
日

（
火
）に
な
り
ま
す
。

　
消
費
税
の
納
税
は
、３
月
31
日

（
月
）ま
で
で
す
。振
替
納
税
を

利
用
し
て
い
た
だ
く
と
、振
替
納

付
日
は
、４
月
24
日（
木
）に
な
り

ま
す
。

税
務
署
員
に
よ
る
出
張
相
談
日

２
月
26
日
・
27
日
・
28
日
・３
月
３
日
の
４
日
間

　
２
月
26
日（
水
）・27
日（
木
）・

28
日（
金
）・３
月
３
日（
月
）に
、

御
坊
税
務
署
員
に
よ
る
出
張
相

談
が
、役
場
３
階
会
議
室
で
行
わ

れ
ま
す
。

　
譲
渡
所
得（
土
地
な
ど
の
売

買
）、ま
た
は
消
費
税
の
申
告
を

さ
れ
る
方
は
、こ
の
出
張
相
談
日

に
来
て
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

す
。

　
な
お
、確
定
申
告
書
の
控
に
御

坊
税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な

方
は
、２
月
26
日
〜
28
日
及
び
３

月
３
日
の
出
張
相
談
日
に
税
務

署
員
に
受
付
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

国
保
税
の
所
得
申
告
も

４
月
15
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

　
世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）に
加
入
し
て
い
る
方
は
、

収
入
が
な
く
て
も
所
得
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す（
世
帯

主
は
、国
保
加
入
者
で
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
、原
則
と
し
て
国
保

税
の
納
税
義
務
者
と
な
り
ま

す
）。

　
申
告
を
し
な
い
と
、未
申
告
扱

い
と
な
り
、国
保
税
減
額
の
特
例

（
均
等
割
額
と
平
等
割
額
の
７

割・５
割・２
割
軽
減
）を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

所
得
が
無
く
て
も
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、４
月
15

日（
火
）ま
で
に
税
務
課
窓
口
へ
お

越
し
く
だ
さ
い（
申
告
に
は
認
め

印
が
必
要
で
す
）。

■
児
童
手
当
や
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
も
、収
入
が

な
く
て
も
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
確
定
申
告・申
告
に
関
す
る
お

問
い
合
わ
せ
は
、御
坊
税
務
署

（
代
表
℡
０
７
３
８̶

22̶

０
６
９

５
）か
、役
場
税
務
課
へ
。

●「
復
興
特
別
所
得
税
」を
創

設　
平
成
25
年
分
の
所
得
税
か

ら
適
用
さ
れ
る「
復
興
特
別
所

得
税
」が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
か
ら
平
成
49
年

ま
で
の
各
年
分
の
確
定
申
告
に

つ
い
て
は
、所
得
税
及
び
復
興

特
別
所
得
税
を
併
せ
て
申
告・

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、給
与
所
得
者
の
方
は
、

平
成
25
年
１
月
１
日
以
降
に

支
払
を
受
け
る
給
与
等
か
ら

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
ま

す
。

※

復
興
特
別
所
得
税
額
＝
基

準
所
得
税
額×

２．１
％

●
給
与
所
得
控
除
の
改
正

　
そ
の
年
中
の
給
与
等
の
収
入

金
額
が
１
５
０
０
万
円
を
超
え

る
場
合
の
給
与
所
得
控
除
額
に

つ
い
て
、２
４
５
万
円
の
上
限
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。
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入
札
参
加
資
格
審
査
の

申
請
受
付
は
３
月
３
日
か
ら

　
町
が
来
年
度
発
注
す
る
建
設

工
事
の
入
札
に
、参
加
を
希
望
さ

れ
る
町
内
業
者
の
方
の
、２
年
ご

と
の
定
期
受
付
を
行
い
ま
す
。ま

た
測
量・建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
、物
品
の
製
造
や
販
売
、買
入
、

役
務
の
提
供
等
に
つ
い
て
、来
年

度
新
た
に
入
札
参
加
を
希
望
さ

れ
る
町
内
業
者
の
方
の
、中
間
年

次
の
受
付（
有
効
期
間
１
年
）を

行
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
は
３
月
３
日（
月
）

か
ら
３
月
31（
月
）日
ま
で（
土・

日・祝
日
を
除
く
）で
す
。

　
提
出
書
類
等
に
つい
て
は
検
査

室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
せ

て
い
ま
す
。

●
日
時
　
２
月
14
日（
金
）

　
　
　
　
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所
　
は
あ
と
館（
片
町
）

　
専
門
の
相
談
員（
県
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員
）が
、

▽
訪
問
販
売
な
ど
契
約
の
ト

ラ
ブ
ル

▽
商
品
の
苦
情

▽
生
活
の
知
識

▽
多
重
債
務
問
題

な
ど
、消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、秘
密
は

厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
く
わ
し
く
は
、産
業
課（
℡

72
│
１
３
３
７
）に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て

軽
自
動
車
の
廃
車
や
名
義
変
更
は
３
月
中
に

　
軽
自
動
車
税
は
、４
月
１
日
現

在
、そ
の
車
両
の
所
有
者
登
録
を

し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、車
両
の
廃
車
や
譲
渡

な
ど
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、３

月
中
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
盗
難
な
ど
で
車
両
を
紛
失
し

た
場
合
も
、そ
の
手
続
き
を
し
て

い
な
い
と
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
車
両
の
種
類
と
届
け
出
先

◆
１
２
５
Ｃ
Ｃ
以
下
の
原
動
機
付

自
転
車
、小
型
特
殊
自
動
車（
ト

ラ
ク
タ
ー
な
ど
）↓
役
場
税
務
課

へ
。◆１

２
５
Ｃ
Ｃ
を
超
え
る
二
輪

車
、軽
自
動
車
↓
和
歌
山
運
輸

支
局（
℡
０
５
０̶

５
５
４
０̶

２

０
６
５
）、軽
自
動
車
検
査
協
会

和
歌
山
事
務
所（
℡
０
７
３̶

４

３
３̶

４
６
５
５
）へ
。

　
み
な
べ
町
は
、国
か
ら
半
島
振

興
を
促
進
す
る
た
め
の
産
業
振

興
を
推
進
す
る
地
区
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。国
の
半
島
地
域

振
興
策
の一
環
と
し
て
製
造
業
、

旅
館
業
等
の
事
業
者
が
、一
定
額

以
上
の
機
械
や
建
物
等
を
取
得

し
た
場
合
、法
人
税
等
の
割
増

償
却（
５
年
間
の
償
却
費
の
上
乗

せ
）措
置
及
び
固
定
資
産
税（
３

年
間
）の
不
均
一
課
税
に
よ
る
措

置（
製
造
業
、旅
館
業
の
み
）が
適

用
可
能
で
す
。

　
租
税
特
別
措
置（
割
増
償
却
）

等
を
活
用
す
る
た
め
に
は
、税
務

申
告
時
に
申
告
書
類
に
あ
わ
せ

て
、町
が
発
行
す
る
証
明
書（
事

業
者
が
行
う
設
備
投
資
が
町
の

「
半
島
の
振
興
を
促
進
す
る
た
め

の
産
業
の
振
興
に
関
す
る
計
画
」

に
適
合
す
る
こ
と
の
証
明
）を
提

出
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
手
続
き
及
び
く
わ
し
い
こ
と

は
、税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
国

土
交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参

照
く
だ
さ
い
。

　

　消費税法等の一部が改正され、消費税（地方
消費税を含む）の税率が、平成26年４月１日から
８％になります。
　消費税改正についてのくわしいことは、国税庁
ホームページのトピックス欄「消費税法改正のお
知らせ（社会保障と税の一体改革関係）」や税務
署に備付けのリーフレットをご確認ください。

国税庁ホームページトピックス欄

http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/
                pamph/shohi/kaisei/201304．htm

設
備
投
資
を
行
っ
た
場
合
に
、

租
税
特
別
措
置
及
び
固
定
資
産
税
の

不
均
一
課
税
に
よ
る
措
置
が
活
用
で
き
ま
す

消
費
生
活
相
談
会

事
業
者
の
み
な
さ
ま
へ

総
務
課
検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら
お
知
ら
せ

総
務
課
検
査
室（
℡
７2
ー
２
１
４
２
）か
ら
お
知
ら
せ
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消費税が改正されました！
御坊税務署からお知らせ



町
農
業
の
活
性
化
を
図
る

新
た
な
団
体
活
動
を
支
援
し
ま
す

「
農
業
振
興
団
体
等
助
成
事
業
」を
募
集

 

み
な
べ
町
農
業
振
興
協
議
会
で

は
、活
力
あ
ふ
れ
る
元
気
な
み
な

べ
町
農
業
を
め
ざ
し
、農
業
振
興

に
つ
な
が
る
Ｐ
Ｒ
事
業
、研
究
事

業
、地
域
づ
く
り
事
業
の
取
り
組

み
に
対
し
て
助
成
し
、町
農
業
の

活
性
化
を
図
る
新
た
な
団
体
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格

 

農
業
振
興
に
取
り
組
む
町
内
在

住
の
３
人
以
上
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ

●
助
成
対
象
事
業
等

①
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動

②
地
産
地
消
の
取
り
組
み

③
食
の
安
心・安
全
への
取
り
組
み

④
研
究
事
業

⑤
そ
の
他
農
業
振
興
に
つ
な
が
る

地
域
で
の
新
た
な
取
り
組
み

＊
た
だ
し
、既
に
実
施
済
み
の
も

の
や
他
の
機
関
か
ら
の
助
成
を

受
け
て
実
施
す
る
も
の
は
対
象

外
と
し
ま
す
。

●
事
業
実
施
期
間
　

　
平
成
26
年
５
月
１
日
〜
平
成

27
年
３
月
31
日

●
募
集
期
間

　
平
成
26
年
２
月
３
日（
月
）〜

２
月
28
日（
金
）の
午
後
５
時
ま
で

●
提
出
書
類

　

　
事
業
申
込
書
、事
業
計
画
書
、

予
算
書
な
ど（
提
出
書
類
の
用

紙
は
、う
め
課
に
あ
り
ま
す
）

●
選
考
方
法
等

　
農
業
振
興
協
議
会
で
書
類
に

よ
る一次
選
考
と
、ヒ
ヤ
リ
ン
グ
等

の
２
次
審
査
会
を
行
い
ま
す
。審

査
結
果
を
も
と
に
農
業
振
興
協

議
会
の
承
認
を
受
け
、本
事
業

予
算
額
の
範
囲
内
で
助
成
金
交

付
の
可
否
お
よ
び
金
額
を
決
定

し
ま
す（
助
成
金
の
限
度
額
は

上
限
50
万
円
以
内
と
し
、助
成

率
は
対
象
と
な
る
経
費
の
10
分

の
９
以
内
と
し
ま
す
）。

●
問
い
合
わ
せ
及
び
提
出
先

　
助
成
対
象
経
費
な
ど
事
業
の

く
わ
し
い
内
容
や
書
類
の
提
出

は
、農
業
振
興
協
議
会
事
務
局

（
う
め
課・役
場
１
階
）ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

う
め
課（
℡
７4
ー
３
２
７
６
）か
ら
お
知
ら
せ

　
和
歌
山
工
業
高
等
専
門

学
校
で
は
、県
内
に
Ｕ
タ
ー

ン
就
職
を
希
望
す
る
工
学

系
県
内
高
等
教
育
機
関
の

卒
業
生
に
、県
内
企
業
の

技
術
者
採
用
情
報
を
メ
ー

ル
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
県
内
企
業
か
ら
の
多
く

の
技
術
者
採
用
情
報
な

ど
、他
で
は
見
ら
れ
な
い
情

報
も
あ
り
ま
す
。県
内
へ
の

Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
し
て
い
る

卒
業
生
の
方
は
、ぜ
ひ
ご
登

録
く
だ
さ
い（
ご
家
族
の
方

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
）

＊
個
人
情
報
は
Ｕ
タ
ー
ン
支

援
目
的
以
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
登
録
方
法
な
ど
く
わ
し

く
は
、和
歌
山
工
専
　
総

務
課
総
務
・
企
画
係
　
Ｕ

タ
ー
ン
支
援
事
業
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

「
和
歌
山
県
工
科
系
Ｕ
タ
ー
ン

支
援
シ
ス
テ
ム
」
に
つ
い
て

和
歌
山
工
業
高
等
専
門
学
校

か
ら
お
知
ら
せ

℡
０
７
３
８̶

２
９̶

８
２
９
９

FAX
０
７
３
８̶

２
９̶

８
２
１
６

　みなべ野菜研究会では、「観梅時期に白一面の梅
の花の中に紅い花があったらもっと美しいとの思い
で、４年前から紅梅普及活動（紅るいみなべ）として、
紅梅苗を作り各梅林に配布してきました。
　昨年からはこの趣旨に賛同していただける方々
に、無料でお渡ししています。今年もおひとり１本・先
着順に配布させて頂きます。（本数に限りあり）
　この梅は、ほとんど実がなりませんが、交配樹とし
ても有効です。
　お申込みは役場うめ課（℡74－３２７６）まで、電話で
お願いします。

みなべ町野菜研究会

「みなべウォーク」
参加者募集 各先着

50名
●日本一の梅の里　南部梅林を歩く

実 施 日　２月22日（土）
申込締切　２月17日（月）
＊梅ジュースづくり体験あり

●渚の熊野古道　千里の浜を訪れる
実 施 日　３月12日（水）
申込締切　３月  ７日（金）
＊マイ梅干づくり体験あり

◆各コース参加費１５００円（昼食・保険・体験代など）
　

お問合せ及び申込先
平    日　みなべ観光協会（℡７２－４９４９）
土・日・祝日　う め 振 興 館（℡７４－３４４４）
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「紅るいみなべ」
～みなべ野菜研究会が紅梅苗を無料配布～

創りましょう　
「紅るいみなべ」「紅るいみなべ」

創りましょう　創りましょう　創りましょう　創りましょう　創りましょう　創りましょう　
を

あか

新団員募集中！ガール
スカウト
みなべガールスカウトが、平成２６年度の新入団員を募集します。
　●募集人数　若干名
　●募集学年　新小学１年生及び低学年（いつでも入団可能です。）
　●応募方法　教育学習課（℡７４－３１３４）へ電話で申し込んでくださ
　　　　　　　い。その際、児童名・学校名・保護者名・住所・電話番号
　　　　　　　をお聞きします。
　●申込締切　２月２１日（金）（仮申し込みになります）
＊いつでも集会は開放していますが、体験日として、３月１日（土）、３月１
６日（日）を設けますので、見学に来てください。４月の集会も自由に参
加できます

　和歌山大学南紀熊野サテライトでは、２０１４年度前期の大学院科目等履修
生（３科目）と学部開放授業受講生（２科目）を募集します。

【大学院授業】
●開講科目〔各科目定員10名〕
　○社会思想から現代社会を考える ○南紀地域における教育資源の開発研究Ⅰ
　○（仮）観光地における地域情報ネットワーク
●開講曜日（時間）　
　金曜日夜間（18：30～20：50）及び土曜日（10：00～16：00）
【学部開放授業】
●開講科目〔各科目定員30名〕
　○地域暮らしの安全学Ⅱ ○紀州郷土学Ｃ
●開講曜日（時間）
　土曜日（13：00～17：00）
※４月～９月の間で各授業科目を順次開催します。
●受講場所　県立情報交流センターＢｉｇ・Ｕ（田辺市新庄町）
●申込締切日　大学院授業  ２月28日(金)　学部開放授業  ３月28日（金）

くわしくは、南紀熊野サテライトホームぺージをご覧いただくか、事務室にお
問い合わせください。
〒646-0011　田辺市新庄町3353-9-102
                    ℡２３－３９７７（火曜日～土曜日　10：00～17：00）　
　　　　nanki-office＠center.wakayama-u.ac.jp
　　　　http://www.wakayama-u.ac.jp/nanki-kumano

ガールスカウトリーダーも募集中
　ガールスカウトに興味のある方、成人の方でリーダーとしてご協力
いただける方を募集しています。お問い合わせは教育学習課まで。

平成26年度

Ｅmail
H P
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青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

青少年センター
高城公民館（高城支所）

清川公民館（清川支所）

南部公民館

南部公民館岩代分館
図書館（ゆめよみ館）
図書館（上南部分館）
うめ振興館
うめ21研究センター
紀州備長炭振興館
はあと館（社会福祉センター）
　〔社会福祉協議会〕
デイサービス　ふれ愛センター
デイサービス　特養梅の里
デイサービス　ゆうゆう館
老人憩の家　二子の里
シルバー人材センター
高城診療所
ごみ焼却場
斎場
日高広域消防南部出張所
田辺広域休日急患診療所
（田辺市民総合センター敷地内）

TEL
TEL
FAX
TEL
FAX
TEL
FAX
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TEL
TEL
TEL
TEL
TEL
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FAX
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TEL
TEL
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TEL
TEL
TEL
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TEL
TEL
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72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

72-4141
75-2455
75-2802
76-2250
76-2109
72-1400
72-5804
72-2127
72-1410
74-3283
74-3444
74-2300
76-2258
72-5611
72-5610
74-3337
75-2618
72-5900
72-4455
72-1389
75-2005
72-3808
74-3150
74-3119
26-4909

住民環境課
税　務　課
保健福祉課
産　業　課
う　め　課
会　計　課
共通ＦＡＸ
総　務　課
　 検 査 室
建　設　課
共通ＦＡＸ
議会事務局
Ｆ　Ａ　Ｘ
保健福祉課
地域包括支
援センター
Ｆ　Ａ　Ｘ
上下水道課
　水 道 係
　下水道係
Ｆ　Ａ　Ｘ
教育学習課
中央公民館
共通ＦＡＸ
教育学習課
Ｆ　Ａ　Ｘ

７２－２１６１
７２－２１６２
７２－２５４４
７２－１３３７
７４－３２７６
７２－２５９６
７２－３８９３
７２－２０５１
７２－２１４２
７４－３３３５
７２－１２２３
７２－１３３４
７２－１３３５
７４－３３３７
７４－８０６５

７４－８０１３

７２－３０８５
７２－３６０５
７２－４１８７
７４－３１３４
７４－３３３４
７４－２４１８
７４－２１９１
７４－３６２１

役　場

1階

2階

3階

ふれ愛
センター
（保健福祉
センター）

生涯学習
センター

1階

浄化センター
（役場庁舎隣）

1階

1階

2階

役場への電話は、時間短縮のためにも、できる
だけ用事のある課の直通番号へかけてください

役場ダイヤルイン（直通電話）

お願い～～

（24時間対応）

前期受講生募集
和歌山大学南紀熊野サテライト



●自衛隊幹部候補生（一般・技術）　
　　応募資格　22歳以上26歳未満の者
●歯科・薬剤科幹部候補生
　　応募資格　専門大卒20歳以上30歳未満の者
●医科・歯科幹部自衛官
　　応募資格　医師、歯科医師の免許取得者

受付期間　２月１日～４月25日
●予備自衛官補（一般・技能）
　　応募資格
　　　（一般）18歳以上34歳未満の者
　　　（技能）18歳以上で国家免許資格等を有する者

受付期間　１月９日～４月２日

説明会を開催
募集内容についての説明会を２月15日（土）午前10時か
ら午後３時まで、自衛隊御坊地域事務所（御坊駅前）で行い
ますのでお越しください。

　
ク
ア
ハ
ウ
ス
白
浜
で
実
施
し
た

介
護
予
防
水
中
運
動
教
室
、『
み

な
べ・お
た
っ
し
ゃ
倶
楽
部
』（
全
11

回
）が
12
月
末
で
終
了
し
ま
し

た
。今
回
は
25
名
の
高
齢
者（
平

均
年
齢
75・４
歳
　
最
高
年
齢
86

歳
）が
参
加
し
ま
し
た
。

　
水
中
は
、水
の
特
性
で
あ
る
抵

抗・浮
力・水
圧
が
身
体
に
や
さ
し

く
作
用
し
、陸
上
で
の
運
動
が
難

し
い
と
い
う
人
で
も
、安
全
で
効

果
的
に
運
動
が
で
き
ま
す
。毎

回
、健
康
運
動
指
導
士
の
指
導
の

講
　師
　
銀
閣 

慈
照
寺

　
　
　
　
花
方 

珠
寳
氏

日
　時
　
２
月
７
日（
金
）

　
　
　
　
午
前
11
時
〜（
約
30
分
）

場
　所
　
須
賀
神
社（
西
本
庄
２

　
　
　
　
４
２
）

主
　催
　
み
な
べ
町

　
慈
照
寺
初
代
花
方
で
国
際
的

に
活
躍
さ
れ
て
い
る
、慈
照
寺
花

方 

珠
寳
氏
に
よ
る
梅
の
花
立
て

で
す
。み
な
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

も
と
、水
中
で
の
基
本
的
な
運
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
参
加
者
た
ち
に
も
人
気
の
教

室
で
、「
梅
の
剪
定
が
楽
に
出
来

た
」「
運
動
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

こ
れ
か
ら
も
何
か
運
動
し
て
い
き

た
い
」「
友
達
が
出
来
て
嬉
し
か
っ

た
」な
ど
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
℡

74
ー
８
０
６
５
）で
は
、歳
を
重
ね

て
も
ま
す
ま
す
お
元
気
で
過
ご
せ

る
よ
う
各
種
介
護
予
防
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
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お問い合わせ・資料請求は、役場総務課または自衛隊御坊地域事務所へ
〒６４４－００１２　御坊市湯川町小松原４１０－１　丸仁第１ビル１階
電話０７３８－２３－００２０　
携帯０７０－６５８９－０３２７又は０７０－６５９１－１０１０
（平日の午前９時～午後６時まで）

防衛省自衛隊は、
次のとおり自衛官を募集します。

自衛官募集
今こそ君の力を！

介
護
予
防
水
中
教
室

水
中
運
動
で
足
腰
の
筋
力
ア
ッ
プ
！

「
梅
の
力 

　み
な
べ
町
と
銀
閣
寺
」

日　時 ： 2月13日（木）13：30～15：00
場　所 ： ふれ愛センター
対　象 ： 妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
申込み ： 2月7日（金）まで

申込先 ： こひつじランド（愛之園保育園内）
　　　 ℡７２－２３７１
持ち物 ： タオル1～2枚、バスタオル1枚
自己負担 ： 500円（オイル代等）

『ベビーマッサージ』

日　時 ： 2月27日（木）13:30～14:30
場　所 ： ふれ愛センター
対　象 ： 妊婦または小さなお子さんの保護者
内　容 ： 赤ちゃんの食事（離乳食について）

マタニティー＆ベビーサロン

※申し込みが必要です（先着20名程度）

乳幼児健診 （ 場所 ふれ愛センター ）

（未就園児とお家の皆さん、遊びに来てください）

４・10か月児健診
（平成25年10月・4月生まれ） 13：00～13：30

実　施　日健診名（対象乳幼児） 受 付 時 間

13：00～13：30

2月7日（金）

2月12日（水）1歳６か月児健診
（平成24年6月・7月・8月生まれ）

★参加費は無料。成人ならどなたでも参加ＯＫです。★

トレーニング教室
～はあと館（社会福祉センター）～～はあと館（社会福祉センター）～

2月7日（金）・14日（金）・21日（金）・28日（金）

センター
だより
センター
だより

（保健福祉課）

TEL：74－3337　FAX：74－8013TEL：74－3337　FAX：74－8013

18：00～20：00

トレーニングマシン等による自由運動

20：00～21：00

健康リズム体操（音楽に合わせて行う楽しい体操です。）

お店やさんごっこ

節分まつり
南部保育所（℡72-4520）  3日（月） 10：00～11：00
上南部保育所（℡74-3022）  3日（月） 10：00～11：00
高城保育所（℡75-2044）  3日（月） 10：00～11：00

愛之園保育園（℡72-2371）  4日（火） 10：00～11：00
上南部保育所（℡74-3022）  7日（金） 10：00～11：00

自由遊び
清川保育所（℡76-2251）  13日（木） 10：00～11：00
上南部保育所（℡74-3022）  19日（水） 10：00～11：00

10：00～11：00
10：00～11：00
10：00～11：00
10：00～11：00

献血にご協力をお願いします

2月

3月
高城保・ひなまつり 3日（月）
清川保・外で自由遊び 4日（火）
上南部保・自由遊び 4・18日（火）
南部保・親子で遊ぼう 4日（火）
愛之園保育園・お休み

（雨天中止）

田辺赤十字血液センターからお願い
　献血の際、恐れ入りますが、献血カードまたは本人
であることを証明できるもの（運転免許証など）をご
持参ください。

9：00～11：00　　オークワみなべ店前
13：00～16：00　 みなべ町役場

2月21日（金）

　子宮頚がんは、ウイルス感染が原因で、20～30歳代
の若い人に急増しています。子宮頚がんのピークは、
30歳代後半です。早期のがんは症状が出ないので、検
診が必要です。乳がんは、女性ホルモンの影響を受け
るため、一番多いのは閉経前の40歳代後半です。女
性特有のがんは、早期に発見されれば完治の可能性
が高いとされています。
　平成25年５月に、年齢に応じて対象者の方に、子宮
がん・乳がん検診の「無料クーポン券」と「検診手帳」を
送付しています。本来必要な自己負担（８００円～１２０
０円）が無料で受診できます。まだ受診されていない方
は、ぜひこの機会に検診を受けてください。クーポン券
の有効期限は、平成26年3月31日です。

〔子宮がん〕平成25年度で、２１才・３１才・３６才・４１才・  
　　　　　 ５１才になっている方、又は、なる方
〔乳 が ん〕平成25年度で、４１才・４６才・５１才・５６才・
　　　　　 ６１才になっている方、又は、なる方

子宮がん、乳房検診の
「無料クーポン券」で
もう検診を受けましたか？

　昨年、ミニドックやがん検診を受診して「精密検査が
必要」と言われたのに、まだ検査に行っていないという方
はいらっしゃいませんか。精密検査を受けないと、本来の
目的である「がんの早期発見」ができません。早く医療機
関へ行って、検査を受けることをおすすめします。

精密検査が必要と言われたのに
まだ検査にいかれていない方は

早く医療機関で受診してください！

対象者
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木 曜 日 金 曜 日 土 曜 日 日 曜 日
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毎週土曜日、田辺広域休日
急患診療所（TEL26-4909）
が土曜日夜間・小児救急
診療を行っています。
（18:00～21:30）

◆情報セキュリティ月間
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆冬の省エネルギー月間
◆「はたちの献血」キャンペーン
◆平成25年分の贈与税の申告・

所得税および復興特別所得税の確
定申告（～3月17日）
◆共同募金運動
◆海外安全・パスポート管理促進
キャンペーン

◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン
◆個人事業者の消費税および地方
消費税の確定申告（～4月1日）
◆緑の募金（～5月31日）

みなべまちなかミュージアム（第二部）開催中
昔懐かしいみなべ町の風景写真と現在の風景写真が
町内の商店に展示されています。

主催：みなべ観光協会

6 8
■愛之園保、eco孫爺
　一緒に作ろうクッキー
■白梅幼、新入児入園説明会
■岩代小、梅学習（ラベル貼り）
■高城中・清川中１年生交流学習
■人権・行政相談
　（13：30～・役場）

■愛之園保、避難訓練
■高城保、クッキング
■清川中2年生、福祉体験学習
■４・10か月児健診（13：00～・
ふれ愛センター）
■おひさま広場（保育所開放）、お
店やさんごっこ（10：00～、上南
部保）
■４・10か月児健診（13：00～・
ふれ愛センター）

■ポップ大賞展（～16日・ゆめよ
み館）■町長・議長杯中学生ソフト
テニス大会（～９日）■田辺年金事
務所・年金相談窓口開設（9：30～
16：00）■南部梅林、紙芝居（13：
00～）・南部高校吹奏楽部演奏会
（14：00～）■岩代大梅林、獅子舞
（11：00～・14：00～）・よさこい
鳴子踊り（13：30～）・夜梅祭（日
没～20：30）

■ハイキング＆写生会（町青少年
育成町民会議主催）
■岩代大梅林、和太鼓体験（12：
00～）・梅の種飛ばし大会（13：
00～）
■南部梅林、よさこいおどり
（13：00～）・ビンゴゲーム
（14：00～）・もち投げ（14：
30）

97 北方領土の日

13 15
■ひかり保、マラソン大会
■高城保、新入児入所説明会
■高城中・清川中２年生交流学習
■上南部中、新入生入学説明会
■おひさま広場（保育所開放）、自
由遊び（10：00～、清川保）
■ベビーマッサージ（13：30～・
ふれ愛センター）
■県開設こうのとり相談（田辺保
健所）（15：30～）

■南部保・上南部保、遠足（梅林）
■愛之園保、懇談会
■高城保、避難訓練
■消費生活相談会
　（13：00～・はあと館）

■南部幼年長児、生活発表会
■白梅幼、園開放日
■岩代大梅林、獅子舞・大正琴・銭
太鼓（11：00～）・コスプレＤＡ
Ｙ・夜梅祭（日没～20：30）
■南部梅林、梅の種とばし大会
（13：00～）・三線ちゅら会ライブ
（13：30～）・もち投げ（14：30） 

■市町村対抗ジュニア駅伝競走
大会（和歌山市）
■南部梅林、炭琴演奏会（11：00
～）・新日本舞踊（13：30～）・も
ち投げ（14：30）
■岩代大梅林、日高ゆるキャラ大
集合・吉本芸人「ワンダーランド」
お笑いライブ（11：00～）・縁日

1614

20 22
■南部幼、昼食会 ■南部保・上南部保・清川保、避難

訓練
■高城保、遠足（梅林）
■献血（9：00～11：00オークワ
みなべ店前、13：00～16：00役
場）

■ひかり保、保育参観
■南部郷図工美術作品展（～23
日・生涯学習センター）
■岩代大梅林、音楽祭（11：00
～）・夜梅祭（日没～20：30）
■南部梅林、和歌山県警察音楽隊
コンサート（13：00～）・もち投げ
（14：30）

■南部梅林、北道王子太鼓（13：
00～）・お楽しみクイズ大会
（13：30～）・もち投げ（14：30）
■岩代大梅林、よさこい梅まつり
（12：00～）

2321旅券の日

27 3/1
■清川保、クッキング
■岩代小、読み聞かせ（高学年）
■マタニティー＆ベビーサロン
（13：30～・ふれ愛センター）
■県による巡回職業相談（13：00
～・南部公民館）

■清川小、お別れ遠足
各納期　固定資産税（普通徴収4
期）/国民健康保険税・後期高齢者
医療保険料・介護保険料（普通徴収
8期）/公共下水道受益者負担金（4
期）

■愛之園保、おやつバイキング
■岩代大梅林、プララとサイコロ
ゲーム（12：00～、14：00～）・
縁日
■南部梅林、紙芝居（13：30～）

■岩代大梅林、獅子舞（11：30
～・13：00～）・もちまき（14：
00～）

3/228

1
■愛之園保、保育参観・新入児入所
説明会
■上南部中、梅林太鼓（南部梅林）
■白梅幼、園開放日
■南部梅林、紀州梅林太鼓
　（11：00～・13：00～）

■高城小、授業参観・教育講演会
■岩代大梅林、梅林節分
（11：00～）
■南部梅林、お茶席・歩婚ツアー
（合同ハイキング大会）
（10：30～）・紀州南部梅音頭踊
り（13：00～）

2世界湿地の日岩代大梅林開園

各梅林のイベントは、開花
状況や天候により変更する
場合があります。

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日
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●６日（木）13：30～15：30
◇役場（芝）で
◆人権相談（人権擁護委員）
◆行政相談〔国・県・町などへの苦
情や要望〕（行政相談員）

●毎週金曜日9：00～12：00
◇ふれ愛センターで

●毎週月～金曜日9：00～16：00
◇はあと館（片町）で

●27日（木）13：00～15：00　
◇南部公民館（片町）で
相談員が求人情報を提供、また求
職の相談を受けます。くわしくは、
日高振興局企画産業課
（℡0738-24-2946）へ。

●８日（土）（9：30～16：00）年金
相談窓口開設
くわしくは、同事務所（田辺市朝
日ヶ丘　℡24-0435）へ。

（IP電話・PHSからは
℡03-6700-1165へ）

月～金曜日
午前8：30～午後5：15

（月曜日は午後7：00まで・
祝日は休み）
第２土曜日

午前9：30～午後4：00

●14日（金）13：00～16：00
◇はあと館（片町）で
◆消費生活相談（県消費生活セン
ター相談員）

●連絡は教育学習課
（℡74-2191）へ

子ども救急
相談ダイヤル
＊毎日、夜７時～11時＊

※ダイヤル回線・ＩＰ電話などの方は

携帯電話　プッシュ回線

０７３－４３１－８０００

♯８０００♯８０００

◆情報セキュリティ月間
◆北方領土返還運動全国強調月間
◆冬の省エネルギー月間
◆「はたちの献血」キャンペーン
◆平成25年分の贈与税の申告・

所得税および復興特別所得税の確
定申告（～3月17日）
◆共同募金運動
◆海外安全・パスポート管理促進
キャンペーン

◆模倣品・海賊版撲滅キャンペーン
◆個人事業者の消費税および地方
消費税の確定申告（～4月1日）
◆緑の募金（～5月31日）

　民生児童委員さんは生活苦、家
族の介護、いじめなど親身に相談
にのってくれます。
また行政との橋渡しをしてくれま
す。特に子どもにかかわる問題に
ついては、地域担当の民生児童委
員さんと一体になって活動する主
任児童委員さんもいます。近くの
民生児童委員さんのお名前やくわ
し い こ と は、保 健 福 祉 課（℡
72-2544）へ。

3 4 5
■高城小1～4年生、おはなし会
■南部中、新入生入学説明会
■おひさま広場（保育所開放）、
お店やさんごっこ
（10：00～、愛之園保）

■岩代小、不審者からの避難誘導
訓練

■愛之園保・ひかり保・南部幼・白
梅幼、節分
■岩代小6年生、なかよし作業所見
学・節分集会■清川小、開校記念日
■おひさま広場（保育所開放）、節
分（10：00～、南部保・上南部保・
高城保）■給与所得者などの還付
申告受付開始（御坊税務署、または
役場税務課で）

節分 立春

10 11 12
■南部梅林、梅供養（10：00～）・
梅酒コレクション インみなべ・梅
料理キャンペーン・梅茶サービス
（11：00～）・もち投げ（14：30）
■岩代大梅林、
LIVE IN IWASHIRO
（12：00～）・縁日

■南部保、絵本の読み聞かせ
■南部幼年中・年少児、生活発表会
■南部小、避難訓練
■上南部小、梅林写生会
■清川小5年生、喫煙防止教室
■高城小5・6年生、おはなし会
■1歳６か月児健診（13：00～・ふ
れ愛センター）
■南部梅林、梅酒コレクション イ
ンみなべ（10：00～）

■岩代小、なわとび集会

建国記念の日

17 18 19
■愛之園保、クッキング
■ひかり保、避難訓練
■南部保、新入児入所説明会
■上南部小、音楽発表会
■清川小、新入児体験入学

■南部保・愛之園保、クッキング
■高城保、保育参加
■清川保、遠足（梅林）
■南部幼、新入児体験入園
■白梅幼、避難訓練
■岩代小、授業参観

■南部小、新入児体験入学
■清川小、ひとり暮らしのお年寄
りさん宅訪問・和大生へき地教育
実習（～28日）
■育児講座　おやこでクッキング
（10：00～・ふれ愛センター）
■町県民税の申告・所得税の確定
申告受付開始（～3月17日）

食育の日

24 25 26
■上南部保、マラソン大会・給食参観
■愛之園保、根来先生とあそぼう
わらべうた
■岩代小、梅学習（おにぎり集会）・
読み聞かせ（低学年）
■県開設こうのとり相談（田辺保
健所）（14：30～）

■愛之園保、避難訓練
■高城保、お弁当作り
■ひかり保、絵本読み聞かせ
■上南部小、新入児体験入学
■清川小、授業参観
■税務署員による出張相談日（～
28日・3月3日）

■愛之園保、お外であそぼう
■南部長寿大学（14：00～・南部
公民館）


